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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の処置具挿入口に取り付けるための内視鏡取付部と、
　前記処置具挿入口に連通する第１のポート部と、前記処置具挿入口に連通する第２のポ
ート部を有する金属製の管路部材と、
　絶縁性部材からなり、前記第１のポート部の外表面の少なくとも一部を覆うと共に、基
端側に向かって拡がるように延出する延出部を有する第１の外装部材と、
　絶縁性部材からなり、前記第２のポート部の外表面の少なくとも一部を覆うと共に、前
記第１の外装部材が前記第１のポート部の先端側へ移動して外れないように、前記第１の
外装部材の前記延出部を覆う第２の外装部材と、
を有することを特徴とする内視鏡用アダプタ。
【請求項２】
　前記内視鏡取付部は、前記第２の外装部材が基端側に移動しないようにするための第１
の移動規制部を有することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用アダプタ。
【請求項３】
　前記内視鏡取付部は、筒状部材を有し、
　前記第２の外装部材が前記第２のポート部の基端側に移動しないように、前記筒状部材
の内径は前記第２の外装部材の外径よりも小さく、
　前記第１の移動規制部は、前記筒状部材の先端部であることを特徴とする請求項２に記
載の内視鏡用アダプタ。
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【請求項４】
　前記管路部材は、前記第１のポート部のための金属製の第１管路部材と、前記第２のポ
ート部のための金属製の第２管路部材とからなることを特徴とする請求項１に記載の内視
鏡用アダプタ。
【請求項５】
　前記管路部材は、前記延出部を収容する切り欠き部を有することを特徴とする請求項１
に記載の内視鏡用アダプタ。
【請求項６】
　前記第２のポート部は、先端部に絶縁性部材からなる栓部材が取付可能に構成されてい
ることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用アダプタ。
【請求項７】
　前記内視鏡取付部は、前記第２の外装部材が基端側に移動しないようにするための第１
の移動規制部と、筒状部材を有し、
　前記筒状部材の内径は、前記第２の外装部材が前記第２のポート部の基端側に移動しな
いように、前記第２の外装部材の外径よりも小さく、
　前記第１の移動規制部は、前記筒状部材の先端部であり、
　前記管路部材は、前記第１のポート部のための金属製の第１管路部材と、前記第２のポ
ート部のための金属製の第２管路部材とからなることを特徴とする請求項１に記載の内視
鏡用アダプタ。
【請求項８】
　前記第２のポート部は、先端部に絶縁性部材からなる栓部材が取付可能に構成されてい
ることを特徴とする請求項７に記載の内視鏡用アダプタ。
【請求項９】
　請求項１に記載の内視鏡用アダプタを有する内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡用アダプタ及び内視鏡に関し、特に、内視鏡の処置具挿入口に装着可
能な内視鏡用アダプタ及び内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、内視鏡が医療分野などで広く使用されている。内視鏡は、挿入部を検査対象
内に挿入し、挿入部の先端部に設けられた撮像素子により撮像して得られた、あるいは挿
入部内に挿通されたイメージガイドを介して得られた、内視鏡画像を表示装置に表示する
ことにより、検査等を行うために用いられる。
【０００３】
　また、内視鏡用の種々のアダプタがある。内視鏡用アダプタの一つに、内視鏡の処置具
挿入口に装着可能なアダプタであって、処置具を挿通しつつ、送水を行うことができるア
ダプタがある。そのようなアダプタを用いることによって、挿入部の処置具挿通チャンネ
ル内に高周波処置具を挿通し、かつ生理食塩水などの導電性液体を処置部位に供給しなが
ら、高周波による処置を行うことができる。
【０００４】
　送水しながら高周波による処置を行うと、アダプタが金属製の場合、例えば生理食塩水
を介して金属製アダプタに高周波電流が流れ、内視鏡のユーザが金属露出部に触れて火傷
を負う虞がある。そのため、例えば特開２００１－５７９６２号公報に開示のように、コ
ック本体等を電気的絶縁性の樹脂材料で形成したり、あるいは、金属製部材の外面を電気
的絶縁性の部材で覆ったりすることにより、内視鏡のユーザが金属露出部に触れて火傷を
しないようにするアダプタの提案がされている。
【０００５】
　しかし、このような火傷防止のために、アダプタのコック本体等を電気的絶縁性の樹脂
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材料で形成すると、管路自体の強度が低下するため、アダプタの管路自体の強度を高める
ためには、一般には、管路自体を金属製の部材で構成するのが好ましい。その場合、金属
製の部材を樹脂で覆うようにするために、金属と樹脂の一体インサート成形法を用いるこ
とが考えられるが、成形後の樹脂内の内部残留応力により、樹脂にひびが生じる可能性が
ある。
【０００６】
　また、金属製の各部材を電気的絶縁性の樹脂で覆うように、接着剤により樹脂を金属に
接着する方法もあるが、接着剤のみによる固定では、接着剤の劣化により、樹脂が金属か
ら外れてしまう虞もある。
【０００７】
　そこで、本発明は、アダプタの管路自体の強度を低下させることなく、高周波電流使用
時の安全性を確保することができる内視鏡用アダプタ及び内視鏡を提供することを目的と
する。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一態様の内視鏡用アダプタは、内視鏡の処置具挿入口に取り付けるための内視
鏡取付部と、前記処置具挿入口に連通する第１のポート部と、前記処置具挿入口に連通す
る第２のポート部を有する金属製の管路部材と、絶縁性部材からなり、前記第１のポート
部の外表面の少なくとも一部を覆うと共に、基端側に向かって拡がるように延出する延出
部を有する第１の外装部材と、絶縁性部材からなり、前記第２のポート部の外表面の少な
くとも一部を覆うと共に、前記第１の外装部材が前記第１のポート部の先端側へ移動して
外れないように、前記第１の外装部材の前記延出部を覆う第２の外装部材と、を有する。
【０００９】
　本発明の一態様の内視鏡は、本発明の内視鏡用アダプタを有する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施の形態に係わる内視鏡の構成を示す構成図である。
【図２】本発明の実施の形態に係わるアダプタ６の外観を示す斜視図である。
【図３】本発明の実施の形態に係わるアダプタ６の外観を示す正面図である。
【図４】本発明の実施の形態に係わるアダプタ６の軸方向に沿った半断面図である。
【図５】図４のＶ－Ｖ線に沿った断面図である。
【図６】本発明の実施の形態に係わるポート部１１を構成する管路本体２１の斜視図であ
る。
【図７】本発明の実施の形態に係わる管路本体２１の正面図である。
【図８】本発明の実施の形態に係わる管路本体２１の平面図である。
【図９】図８のＩＸ－ＩＸ線に沿った半断面図である。
【図１０】本発明の実施の形態に係わるポート部１２を構成する管路部材２２の正面図で
ある。
【図１１】図１０のＸＩ－ＸＩ線に沿った管路部材２２の半断面図である。
【図１２】本発明の実施の形態に係わる送水管路カバー３１を斜め上方から見た斜視図で
ある。
【図１３】本発明の実施の形態に係わる送水管路カバー３１を斜め下方から見た斜視図で
ある。
【図１４】本発明の実施の形態に係わる送水管路カバー３１の正面図である。
【図１５】図１４のＸＶ－ＸＶ線に沿った半断面図である。
【図１６】本発明の実施の形態に係わる管路本体カバー４１の斜め上方から見た斜視図で
ある。
【図１７】本発明の実施の形態に係わる管路本体カバー４１の正面図である。
【図１８】本発明の実施の形態に係わる管路本体カバー４１の平面図である。
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【図１９】本発明の実施の形態に係わる右側面図である。
【図２０】本発明の実施の形態に係わるアダプタ６の組み立て方法を説明するための分解
組み立て図である。
【図２１】本発明の実施の形態に係わるアダプタ６の変形例に係るアダプタ６Ａの、図４
のＶ－Ｖ線に沿った断面図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。　
　図１は、本実施の形態に係わる内視鏡の構成を示す構成図である。図１に示すように、
内視鏡１は、可撓性を有し細長の挿入部２と、操作部３とを有して構成されている。
【００１２】
　挿入部２の先端部２ａには、図示しないが、検査部位へ照明光を照射するための照明窓
と、検査部位からの反射光を入射するための観察窓と、処置具開口とが設けられている。
【００１３】
　また、操作部３には、先端部２ａの基端側に設けられた湾曲部２ｂを湾曲させるための
湾曲ノブ、撮影用のレリーズボタンなどの各種機能のための複数の操作部材４が設けられ
ている。さらに、操作部３には、処置具挿入口５が設けられている。
【００１４】
　挿入部２内には、処置具挿通チャンネル（図示せず）が形成されており、処置具挿通チ
ャンネル（図示せず）の一端は、挿入部２の先端部２ａの処置具開口と連通しており、処
置具挿通チャンネルの他端は、操作部３に設けられた処置具挿入口５と連通している。
【００１５】
　挿入部２の先端部に設けられた撮像素子により撮像された処置対象の画像信号は、図示
しないユニバーサルケーブルを介してプロセッサ装置に伝送され、内視鏡画像が、プロセ
ッサ装置に接続されたモニタに表示される。
【００１６】
　さらに、術者は、内視鏡１の処置具挿入口５に処置具を挿入し、処置具挿通チャンネル
を介して先端部２ａの処置具開口から突出させて、処置部位に対して各種処置を行うこと
ができる。
【００１７】
　特に、挿入部２の処置具挿通チャンネル内に高周波処置具を挿通し、かつ生理食塩水な
どの導電性液体を処置部位に供給しながら、高周波による処置を行う場合には、術者は、
処置具挿入口５にアダプタ６を装着する。
【００１８】
　また、高周波による処置は行わずに送水しながら観察するために、術者は、処置具挿入
口５にアダプタ６を装着する場合もある。
【００１９】
　アダプタ６は、２つのポート部１１、１２と、内視鏡１の処置具挿入口５に取り付ける
ための内視鏡取付部１３と、を有する。ポート部１１は、高周波処置具を挿入するための
鉗子ポートであり、ポート部１２は、液体を供給するための送水ポートである。
【００２０】
　なお、ここでは、高周波による処置を行うために、ポート部１２に供給される液体とし
て、生理食塩水などの導電性液体を例として挙げたが、高周波による処置を行うために、
ポート部１２に供給される液体として、電気を通しにくい液体が使われる場合もある。
【００２１】
　ポート部１１の先端部には、絶縁性部材からなる鉗子栓１４（図４）が取付可能となっ
ており、ポート部１１の先端側の金属製の口金部を覆うことができる。鉗子栓１４の中央
部には、孔１４ａが形成されており、その孔１４ａを介して、高周波処置具が挿入可能と
なっている。すなわち、ポート部１１は、先端部に絶縁性部材からなる栓部材としての鉗
子栓１４が取付可能に構成されている。
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【００２２】
　また、ポート部１２には、生理食塩水等の液体を供給する送液装置の送液チューブが接
続される。内視鏡取付部１３は、内視鏡１の処置具挿入口５にアダプタ６を取り付けるた
めの機構部である。
【００２３】
　アダプタ６の内視鏡取付部１３を処置具挿入口５に取り付けて固定した状態で、ポート
部１１から処置具挿通チャンネル内に高周波処置具を挿入して先端部２ａの処置具開口か
ら高周波処置具の先端部を突出させ、かつポート部１２から処置具挿通チャンネル内への
送水を行うことにより、術者は、液体を処置部位に供給しながら、高周波による処置を行
うことができる。すなわち、アダプタ６は、内視鏡１の処置具挿入口５に装着可能なアダ
プタであって、高周波処置具を挿通しつつ、送水を行うことができるアダプタである。
【００２４】
　図２は、アダプタ６の外観を示す斜視図である。図３は、アダプタ６の外観を示す正面
図である。図４は、アダプタ６の軸方向に沿った半断面図である。図５は、図４のＶ－Ｖ
線に沿った断面図である。図６は、ポート部１１を構成する管路本体２１の斜視図である
。図７は、管路本体２１の正面図である。図８は、管路本体２１の平面図である。図９は
、図８のＩＸ－ＩＸ線に沿った半断面図である。図１０は、ポート部１２を構成する管路
部材２２の正面図である。図１１は、図１０のＸＩ－ＸＩ線に沿った管路部材２２の半断
面図である。
【００２５】
　図４及び図９に示すように、アダプタ６のポート部１１は、ステンレス製の金属からな
り、略管状に形成された管路本体２１を有する。管路本体２１の内部には、中心軸に沿っ
て長手方向に貫通する処置具挿通路２３が形成されている。
【００２６】
　図６及び図７に示すように、管路本体２１は、先端部に口金２５を有し、上述したよう
に、鉗子栓１４（図４）が装着可能となっている。管路本体２１の基端部は、内視鏡取付
部１３が取り付けられて固定可能に構成されている。
【００２７】
　管路本体２１の中途部には、拡径部２６が形成されている。拡径部２６の上側には、螺
子孔２７が形成されており、管路部材２２の基板側に形成された螺子部３０（図１０）が
螺合可能となっている。接着剤が螺子孔２７に塗布され、管路部材２２の螺子部３０（図
１０）が螺子孔２７に螺子込まれることにより、管路部材２２は、管路本体２１に接着固
定される。
【００２８】
　ここでは、アダプタ６の金属製の管路は、管路本体２１と管路部材２２の２つの部材に
より構成されているが、２つのポート部１１と１２を有する１つの管路部材により構成し
てもよい。すなわち、アダプタ６の金属製の管路は、処置具挿入口５に連通する第１のポ
ート部１２と、処置具挿入口５に連通する第２のポート部１１を有する金属製の管路部材
であればよいが、ここでは、金属製の管路部材は、ポート部１２のための金属製の第１管
路部材２２と、ポート部１１のための金属製の第２管路部材である管路本体２１とからな
る。
【００２９】
　拡径部２６には、円筒状の拡径部２６の一部が削り取られたような２つの切り欠き部２
８が形成されている。すなわち、後述するように、管路本体２１と管路部材１２からなる
金属製の管路部材は、２つの延出部３５を収容する切り欠き部２８を有する。
【００３０】
　図４及び図９に示すように、管路本体２１の基端部の内周面には、螺子部２９が形成さ
れている。　
　ポート部１２も、ステンレス製の金属からなり、略管状に形成された管路部材２２を有
する。管路部材２２は、管路本体２１の中途部において側方（図４及び図５においては上
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方）に向けて突設されている。管路部材２２の内部には、中心軸に沿って長手方向に貫通
すると共に、管路本体２１の処置具挿通路２３と連通する送水路２４が形成されている。
【００３１】
　図１０と図１１に示すように、管路部材２２の基端側の外周部に螺子部３０が形成され
ている。　
　そして、管路部材２２が管路本体２１に固定された状態で、管路部材２２の外周部を覆
うように、送水管路カバー３１が管路部材２２に装着される。
【００３２】
　図１２は、送水管路カバー３１を斜め上方から見た斜視図である。図１３は、送水管路
カバー３１を斜め下方から見た斜視図である。図１４は、送水管路カバー３１の正面図で
ある。図１５は、図１４のＸＶ－ＸＶ線に沿った半断面図である。
【００３３】
　送水管路カバー３１は、樹脂部材であり、例えばポリフェニルスルホンからなるカバー
部材である。　
　送水管路カバー３１は、内部に、管路部材２２が挿通される管路挿通孔３２を有する管
状部３３と、管状部３３の基端部に形成され、管路本体２１の外周部の一部を覆う管路本
体カバー部３４と、管路本体カバー部３４から基端側に延出するように形成された２つの
延出部３５とを有する。
【００３４】
　２つの延出部３５は、図１５に示すように、基端側に向かって端部が互いに離れるよう
に、管路本体カバー部３４から延出している。すなわち、送水管路カバー３１は、絶縁性
部材からなり、ポート部１２の外表面の少なくとも一部を覆うと共に、基端側に向かって
拡がるように延出する延出部３５を有する第１の外装部材である。
【００３５】
　送水管路カバー３１の管路挿通孔３２内に管路部材２２を挿通し、管路本体カバー部３
４が管路本体２１の外周部の一部を覆うようにして、送水管路カバー３１を管路部材２２
に装着したとき、各延出部３５が切り欠き部２８に入り込むように、２つの延出部３５は
形成されて設けられている。
【００３６】
　そして、管路本体２１には、管路本体２１の基端側から管路本体カバー４１が装着可能
となっている。　
　管路本体カバー４１は、樹脂部材であり、例えばポリフェニルスルホンからなるカバー
部材である。
【００３７】
　図１６は、管路本体カバー４１の斜め上方から見た斜視図である。図１６は、管路本体
カバー４１の正面図である。図１８は、管路本体カバー４１の平面図である。図１９は、
右側面図である。
【００３８】
　管路本体カバー４１の基端側には、中央部に管路本体２１が挿通される孔部４３を有す
る内向フランジ部４２が設けられている。すなわち、管路本体カバー４１は、内向フラン
ジ部４２を有する筒状部材である。管路本体カバー４１の先端側には、管路本体２１の拡
径部２６が収容可能な開口部を有する空間部４４が形成されて設けられている。
【００３９】
　管路本体カバー４１の外周壁の一部に切り欠き部４５が形成されており、管路本体カバ
ー４１を管路本体２１に装着したときに、管路部材２２を覆う送水管路カバー３１は、切
り欠き部４５を介して径方向に突出する。
【００４０】
　後述するように、絶縁性部材からなる管路本体カバー４１は、ポート部１１の外表面の
少なくとも一部を覆うと共に、送水管路カバー３１がポート部１２の先端側へ移動して外
れないように、送水管路カバー３１の２つの延出部３５を覆う第２の外装部材を構成する
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。
【００４１】
　図４に示すように、内視鏡取付部１３は、略筒状の固定用軸部材５１と、固定用螺子部
材５２と、カバー部材５３と、を有している。　
　ステンレス製の固定用軸部材５１は、基端側に向かって外径が小さくなるように外周部
にテーパ面５１ａを有している。テーパ面５１ａは、処置具挿入口５に設けられた口金５
ａの内周面と密着する形状を有する。さらに、固定用軸部材５１の中途部には、径方向に
突設されたフランジ部５１ｂが形成されている。
【００４２】
　固定用軸部材５１の中途部には、ステンレス製のＣ字形状のバネ座金５４が遊嵌状態で
装着されている。　
　ステンレス製の固定用螺子部材５２は、先端側に、内向フランジ部５２ａを有し、基端
側の内周面には、螺子部５２ｂが形成されている。固定用螺子部材５２は、固定用軸部材
５１の軸方向に沿って摺動可能に設けられている。
【００４３】
　内視鏡取付部１３は、基端側にスカート部材５５を有する。シリコン製の筒状のスカー
ト部材５５の先端側部分は、固定用螺子部材５２の基端部に、インサート成形により固定
されている。固定用軸部材５１の先端部には、螺子部５６が形成されている。
【００４４】
　固定用螺子部材５２とスカート部材５５の外周部に、筒状のカバー部材５３が、接着材
により固定される。カバー部材５３は、軸回りに複数の平面部が形成されている外周面を
有する。
【００４５】
　固定用螺子部材５２の中途部には、内周面側に、バネ座金５４を収容する収容空間５２
ｃが形成されている。　
　固定用軸部材５１の螺子部５６に接着剤を塗布して、螺子部５６材を管路本体２１の基
端部の螺子部２９と螺合させることにより、内視鏡取付部１３の固定用軸部材５１は、管
路本体カバー４１が管路本体２１に装着された管路本体２１に固定される。
【００４６】
　スカート部材５５の基端側の内側に、内視鏡１の処置具挿入口５に設けられた口金５ａ
が挿入された状態で、カバー部材５３を回動させることによって、口金５ａが固定用螺子
部材５２の内周面に形成された螺子部５２ｂに沿って摺動し、内視鏡取付部１３は、処置
具挿入口５に向かって移動する。
【００４７】
　内視鏡取付部１３が処置具挿入口５に向かって移動していくと、固定用螺子部材５２の
内向フランジ部５２ａがバネ座金５４を圧縮する。バネ座金５４のバネ力により、口金５
ａは、固定用螺子部材５２の螺子部５２ｂによって強く保持され、内視鏡取付部１３は、
処置具挿入口５に設けられた口金５ａにしっかりと取り付けられる。
【００４８】
　また、図４に示すように、管路本体カバー４１とカバー部材５３は、管路本体カバー４
１の基端部の外径Ｌ１が内視鏡取付部１３のカバー部材５３の先端部の内径Ｌ２よりも大
きくなるように形成されて構成されている。
【００４９】
　次に、アダプタ６の組み立てについて、図２０を用いて説明する。図２０は、アダプタ
６の組み立て方法を説明するための分解組み立て図である。　
　螺子部２７と３０とを接着剤を塗布した状態で螺合することにより、管路部材２２を管
路本体２１に接着固定する。その後、管路部材２２の外周面に接着剤を塗布して、送水管
路カバー３１を管路部材２２に外挿し接着固定する。
【００５０】
　送水管路カバー３１の一部と管路本体２１の外周面に接着剤を塗布して、管路本体２１
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の基端側から管路本体カバー４１を、管路本体２１と送水管路カバー３１の一部とに外挿
し接着固定する。　
　そして、螺子部２９と５６とを接着剤を塗布した状態で螺合することにより、内視鏡取
付部１３を管路本体２１に接着固定する。
【００５１】
　以上のようにして、アダプタ６は、組み立てられる。アダプタ６は、内視鏡取付部１３
により内視鏡１の処置具挿入口５に装着される。
【００５２】
（作用）
　次に、上述したアダプタ６の作用について説明する。　
　管路部材２２が管路本体２１に接続され接着固定された状態で、送水管路カバー３１は
管路部材２２の外表面を覆うように外挿され、接着固定される。このとき、送水管路カバ
ー３１の２つの延出部３５は、管路本体２１に形成された２つの切り欠き部２８に入り込
む。
【００５３】
　さらに、送水管路カバー３１が管路部材２２に接着固定された状態で、送水管路カバー
３１の管路本体カバー部３４が管路本体カバー４１の切り欠き部４５の内側に配置され、
かつ２つの延出部３５と管路本体２１とを覆うように、管路本体カバー４１は、管路本体
２１の基端側から管路本体２１に装着される。
【００５４】
　管路本体カバー４１は、管路本体２１と、送水管路カバー３１の２つの延出部３５とを
覆うように、管路本体２１の基端側から管路本体２１に装着され、管路本体２１と送水管
路カバー３１に接着固定される。このとき、図５に示すように、２つの延出部３５は、管
路本体カバー部３４から管路本体２１の中心軸から互いに離れるように、管路本体カバー
部３４から延出しているため、管路本体カバー４１の切り欠き部４５の縁部が、２つの延
出部３５が２つの切り欠き部２８から抜けるのを阻止する状態となる。
【００５５】
　すなわち、管路本体カバー４１は、絶縁性部材からなり、ポート部１１を構成する管路
本体２１の外表面の少なくとも一部を覆うと共に、ポート部１２を構成する管路部材２２
の先端側へ送水管路カバー３１が移動して外れないように、送水管路カバー３１の２つの
延出部３５を覆う外装部材を構成する。
【００５６】
　接着剤の劣化により、管路本体カバー４１が、管路本体２１と送水管路カバー３１から
外れて、基端側に移動してしまうような場合がある。　
　しかし、そのような場合であっても、図４に示すように、管路本体カバー４１の基端部
の外径Ｌ１が内視鏡取付部１３のカバー部材５３の先端部の内径Ｌ２よりも大きいため、
管路本体カバー４１の基端部がカバー部材５３の先端部５３ａに当接し、管路本体カバー
４１の管路本体２１からの抜け落ちがカバー部材５３によって阻止される。よって、内視
鏡取付部１３は、管路本体カバー４１が基端側に移動しないようにするための移動規制部
としての先端部５３ａを有する。すなわち、内視鏡取付部１３は、筒状部材であるカバー
部材５３を有し、管路本体カバー４１がポート部１１の基端側に移動しないように、カバ
ー部材５３の内径は管路本体カバー４１の外径よりも小さい。よって、筒状部材であるカ
バー部材５３の先端部５３ａが、管路本体カバー４１についての移動規制部を構成する。
【００５７】
　さらに、管路本体カバー４１の基端部がカバー部材５３の先端部に当接している状態に
おいて、管路本体カバー４１が２つの延出部３５の少なくとも一部を覆って、２つの延出
部３５が２つの切り欠き部２８から抜けるのを阻止している状態となるように、管路本体
カバー４１とカバー部材５３は、形成されている。すなわち、接着剤の劣化により管路本
体カバー４１が基端側に移動して外れての基端側への移動したときであっても、管路本体
カバー４１は、先端側において２つの延出部３５の少なくとも一部を覆う状態となるので
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く、かつ送水管路カバー３１が管路部材２２から抜け落ちることもない。
【００５８】
　その結果、送水管路カバー３１により管路部材２２を覆った状態が維持され、かつ管路
本体カバー４１により管路本体２１を覆った状態も維持される。よって、金属製の部材で
ある管路部材２２の表面が露出することなく、かつ金属製の部材である管路本体２１の表
面も広い範囲に亘って露出することがない。
【００５９】
（変形例）
　なお、以上の例では、管路本体２１に切り欠き部２８が形成されているが、管路本体２
１は切り欠き部２８を有していなくてもよい。図２１を用いて、切り欠き部２８を有して
いないアダプタの変形例を説明する。
【００６０】
　図２１は、アダプタ６の変形例に係るアダプタ６Ａの、図４のＶ－Ｖ線に沿った断面図
である。　
　上述した実施の形態のアダプタ６の管路本体２１は２つの切り欠き部２８を有し、それ
らの切り欠き部２８に２つの延出部３５が入り込むように、アダプタ６は構成されている
。その結果、上述したアダプタ６は、管路本体２１の軸周りの外径を小さくして、アダプ
タの小型化を図ることができる。
【００６１】
　しかし、図２１に示す本変形例のアダプタ６Ａの管路本体２１は、２つの切り欠き部２
８を有しない。その代わりに、送水管路カバー３１Ａの２つの延出部３５Ａは、管路本体
２１の外表面を覆うように、基端側に向かって拡がっている。　
　そして、管路本体カバー４１Ａは、２つの延出部３５Ａが送水管路カバー３１Ａの先端
方向に抜けないように、その拡がった２つの延出部３５Ａを覆うように構成されている。
【００６２】
　よって、本変形例の構成のアダプタ６Ａも、上述した実施の形態のアダプタ６と同様の
効果を生じる。
【００６３】
　以上のように、上述した実施の形態及び変形例によれば、アダプタの管路自体の強度を
低下させることなく、高周波電流使用時の安全性を確保することができる内視鏡用アダプ
タを実現することができる。
【００６４】
　本発明は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を変えない範
囲において、種々の変更、改変等が可能である。
【産業上の利用可能性】
【００６５】
　上述したアダプタ６、６Ａは、送水ポートを有する例で説明したが、本発明は、送気ポ
ートを有するアダプタにも適用可能である。
【００６６】

　本出願は、２０１３年４月２２日に日本国に出願された特願２０１３－８９７６５号を
優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の開示内容は、本願明細書、請求の範
囲に引用されるものとする。
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